
「２０２２年 海賊対処レポート」のポイント ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 内 閣 官 房

我が国を含む国際社会の取組により、２０２２年のソマリア沖・アデン湾及びその周

辺における海賊等事案発生件数は０件でしたが、依然として状況は予断を許さず、

継続した取組がなければ、再び大規模な海賊行為が発生するおそれがあります。

ソマリア沖・アデン湾における海賊対処について、我が国では、自衛隊部隊の派遣を始め、国際社会と協力して様々な取組を行っていま

す。２０２２年のソマリア沖・アデン湾の海賊の動向や我が国の取組とその成果等をとりまとめました。

海賊多発海域を航行する日本船舶におい
て、国土交通大臣の認定を受けた特定警
備計画に基づき、一定の要件を満たす民
間武装警備員による乗船警備ができます
（２０２２年１２月１日の法令改正により対象
船舶を拡大※)。
※当初の原油タンカーに加え、ばら積み船、LPG運搬

船、ケミカルタンカー等を追加

○護衛艦による護衛活動
護衛回数：６回
護衛隻数：７隻

○P-3C哨戒機による監視活動
飛行回数：１９２回
飛行時間：約１，１３０時間
確認した商船数：２０，６２１隻
情報提供回数：３３０回

２００９年６月、「海賊行為の処罰及び海賊
行為への対処に関する法律」が成立し、同
年７月から同法に基づく海賊対処行動とし
て、自衛隊部隊が、ソマリア沖･アデン湾に
おいて海賊行為に対処するための護衛活
動及び警戒監視活動を行っています。

２０２２年の活動実績
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法執行向上能力支援

我が国の海賊対処行動 国際社会との連携・協力・交流

制圧訓練を指導する派遣協力官
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